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施政方針
全文はこちら

「子育て支援の充実」
　子どもに関する相談機能や母
子保健・児童福祉機能、発達支
援に関する機能を有し、子ども
が安全に遊び、自由に交流する
ことができる「こども・子育て
複合施設」の本体工事に着手し、
あらゆる子育て世代の不安や悩
みを包み込むことができるファ
ミリーフレンドリーなまちづく
りの実現を目指します。
　また、小学校給食については、
国の交付金を活用し、実質無償
化を図るとともに、保育所およ
び中学校の食料費補助を行うこ
とで、引き続き、保護者負担の
軽減を図ります。

「地域経済の活性化」
　年明けに補正予算を措置した

「子育て応援手当支給事業」およ
び「地域商品券事業」を早期に
実施し、市民の負担軽減ととも
に、市内での消費喚起と市内経
済の活性化を図ります。
　また２年目を迎える「にいは
ま営業本部」の活動を推進しま
す。「新居浜ものづくりブランド」
の積極的な売り込みや、現在進
めている「七福芋」を活用した
商品開発など、市内企業と一体
となった営業活動の展開を通じ、
本市経済の持続的発展とともに、
地域の産品や製品・技術の価値
とブランド力の向上に挑みます。

「防災能力の強化」
　少子高齢化が進展する中で、

「自助・共助・公助」の役割にも
変化が生じていると感じていま
す。災害発生時、行政は「住民
の命を守ること」を最優先に迅
速な対応を行う中で、大規模災
害時には、「公助」が十分に行き
届かないことが予測され、「自
助」や「共助」が重要となりま
す。しかし、近年、地域コミュ
ニティや人々のつながりが希薄
化する中で、これまで以上に「自
らの命は自ら守る」という「自助」
の意識の醸成が求められていま
す。本市としても、市民一人ひ
とりが、防災意識をさらに高め、
必要な備えを進めてもらえるよ
う、努めます。
　一方で、市が対応しきれない
部分では専門的な知識や技術を
持つ民間事業者との連携が非常
に重要であると考えています。
本市では現在、民間事業者など
との災害時応援協定を 138 件

（※）締結していますが、今後も、
市民、そして事業者と力を合わ
せ、地域全体の防災力向上に取
り組み、安全・安心なまちづく
りを進めます。

　　令和８年度　
施 政 方 針

　２月 24日、第１回市議会定例会で、古川市長は令和８年度施政方針および予算提案説明を
行いました。「施政方針」とは、市政運営の基本的な考え方と主な施策を示すものです。
　今月は、この施政方針の一部と新年度予算の概要を紹介します。

基本姿勢

「子育て支援の充実」「地域経済の活性化」「防災能力の強化」

３つの柱の推進

総合政策課　☎ 65-1210

　次ページからは、主要施策の

概要について、第六次長期次総合計

画に掲げる６つのまちづくりの目標

　　ごとに説明します。
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※２月 24 日時点
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▶健康診断や健康相談の充実、検査項目拡
　充への助成、不妊に悩む夫婦への支援な
　ど、母子保健サービスの強化充実

▶乳児等通園支援事業
　（こども・誰でも通
　園制度）の円滑な
　運用と利用促進

子ども・子育て支援の充実

学校教育の充実

▶スクールカウンセラー、スクールソー 
　シャルワーカーなどとの連携を強化

▶中学校２校で実施中の校内サポートルー
　ムを小学校６校においても実施し、不登
　校児童・生徒への支援の推進

▶小・中学校体育館への空調設備設置

▶ KENPOS アプリを活用した運動習慣の
　定着、乳幼児期からの食育の実施などラ
　イフステージに応じた健康づくりの推進

健康づくりと医療体制の充実

▶がんの治療に伴う外見の変化による患者
　の心理的・経済的な負担を軽減するため、
　ウィッグなどの購入費用の一部を助成す
　る「がん患者補整具等購入費助成事業」
　の開始

地域福祉の充実

▶重度の介護を要する高齢者を在宅で介護
　している家族への支援、中等度の難聴高
　齢者を対象とした補聴器購入費の補助、
　見守りの必要のあるひとり暮ら
　し高齢者に対する見守り推進
　活動の実施

高齢者福祉の充実

▶住友各社とのさらなる連携強化

▶合同企業説明会の開催や新たな人材確保
　策などの情報発信の充実

工業・商業の振興と雇用環境の充実

▶「にいはま営業本部」の活動展開により、
　地域産品の掘り起こしとふるさと納税返
　礼品などの特産品の開発、
　七福芋（大島白いも）
　などの新居浜固有資
　源のブランド化

観光・物産の振興

▶ J- クレジット制度によるクレジット創
　出を開始し、クレジット売却収入を新た
　な財源として活用する取り組みの推進

農業、林業、水産業の振興

▶次期「市公営住宅長寿命化計画」の策定

安心な住宅の整備

▶マリンパーク新居浜開設 30 周年を記念
　した周年イベントの実施

港湾の整備

▶県内市町と共同運用するクラウド型被災
　者支援連携システムの本格運用開始

防災・減災対策の推進

▶南消防庁舎の新築移転および愛媛東予東
　部消防指令センターの併設を進め、災害
　情報の一元化、災害対応力を向上

消防体制の充実

▶「市地域公共交通計画」を踏まえ
　たデマンドタクシーの充実、
　バス路線の維持・再編

▶交通事業者の乗務員確保支援を
　開始

運輸交通体系の整備
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▶質の高い演奏や実技指導が受けられる
　よう市内小中学校を対象としたアウト
　リーチの充実

▶各種全国大会出場奨励金を拡充

▶ 10 回目の節目を迎える「新居浜あかが
　ねマラソン」の開催

文化芸術・スポーツの振興

▶旧広瀬邸の修理・耐
　震工事に向けた実
　施設計

近代化産業遺産の保存活用・
整備の充実

▶宮西校区で先行運営している地域運営組
　織の支援および今後の方向性の検討

地域コミュニティの充実

▶公共下水道整備区域外のくみ取り便槽お
　よび単独処理浄化槽からの合併処理浄化
　槽への転換を推進

生活環境の保全と調和

▶西条市とのごみ処理施設の広域化・集約
　化に関する基本構想の策定

循環型社会の実現

▶「第３次環境基本計画及び環境保全行動
　計画」「市地球温暖化対策地域計画」「エ
　コアクションプランにいはま」に掲げた
　施策の推進

地球環境の保全と継承

▶上・工・下水道事業一体でのウォーター
　ＰＰＰを含む包括的民間委託の
　導入など官民連携の推進・組
　織体制の見直し

上下水道事業の推進

計画の
推進

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

▶テレビ放送を活用した広報番組などを通
　じた市政への理解促進・市の魅力向上

開かれた市政の推進

▶中間見直し後の長期総合計画に基づい
　た各種施策の実施

効果・効率的な自治体経営の推進

▶市民の利便性を高めるスマホ市役所に向
　けた取り組みや期日前投票所の充実、AI
　などを利用した新たな市民サービスの構
　築に向けた検討

ICT の利活用と市民サービスの向上

　人口減少社会の中にあっても、限られた資源を最大

限に活用しながら住民ニーズに的確に応え、将来にわ

たり持続可能なまちづくりを実現していくためには、

「スマートシュリンク」、つまり ” 賢く縮む ” という発

想が不可欠だと常々考えています。

　これから私たちが直面する時代は、経済規模や利便

性のみを追求するだけでは将来の豊かさが保証される

ものではありません。成長社会の中で培われてきた価

値観を見つめ直し、時代にふさわしい新たな価値観へ

と転換していくことが求められます。

　また、来年は市制施行 90周年という大きな節目の

年を迎えます。それは過去を振り返ると同時に、その

先の 100 周年を見据えた「土台作り」がスタートす

る年でもあります。

　住んで、働き、子育てをして、笑顔で暮らせるまち、

そんな確かな「日常」を提供し続け、新居浜だからこ

そ描ける夢と希望が輝く「未来」を創造していくこと。

それが 100 周年に向けた私の目標であります。

　市民の皆さまにおかれましては、一層のご支援、ご

協力をお願いします。

結びに――
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▶「市シティブランド戦略」に基づき、市
　民がまちへの誇りと愛着を持てるまちを
　目指す

▶学生版全国「にいはま俱楽部」や「移住
　体験ツアー」などによる若年層の定着と
　移住促進

人口減少対策とシティブランド戦略の
推進
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